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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間（平成27年4月1日～平成27年6月30日）におけるわが国経済は、政府による経済政策

や金融緩和政策などにより企業収益や雇用情勢は改善傾向にあり、また、消費税増税後長期化した個人消費の停滞

に持ち直しの兆しもみられるなど緩やかな回復基調が続きました。一方、米国経済は回復基調にあるものの、欧州

債務問題の影響や中国その他新興国経済の減速感など海外経済はリスク含みの状況で推移しております。

倉庫物流業界では一部荷動きに回復の兆しが見られたものの、貨物量の伸び悩みや企業間競争の激化などがあ

り、また、不動産業界ではオフィス空室率は改善傾向にあり賃料水準も都心部で一部上昇の動きが見られました

が、地域格差もあり本格的な回復には至らず、依然として厳しさの残る事業環境でありました。

このような事業環境のもと、当社グループは、「サプライチェーンを支える優れた物流企業」として、最終年度

となる中期経営計画「Cs STEP 2015」の目標達成に取り組んでおります。物流事業では、お客様の物流アウトソー

シングニーズを積極的に開拓する営業を展開し、また、不動産事業では、空室改善に向け新規テナント誘致に注力

するなど既存施設の稼働率の維持・向上に努めました。

当第１四半期連結累計期間における当社グループの業績は、営業収益では、不動産事業では前年同期を下回った

ものの物流事業が前年同期比で増収となり、前年同期比807百万円増（9.1％増）の9,666百万円となりました。営

業利益では、顧客の入替えなどによる一時的な保管料の減少などにより、前年同期比52百万円減（10.8％減）の

432百万円、経常利益は前年同期比40百万円減（8.1％減）の465百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は前

年同期比47百万円減（14.0％減）の294百万円となりました。

セグメントの業績は、次の通りです。

物流事業では、新規取引の開始、既存顧客の取引拡大及び前期第３四半期より連結子会社となった高木工業物流

㈱などにより陸運料、倉庫作業料などで増収となった一方、顧客の入替えなどによる一時的な保管料の減少などに

より減益となりました。その結果、物流事業の営業収益は前年同期比870百万円増（11.6%増）の8,400百万円、セ

グメント利益は前年同期比31百万円減（6.7％減）の433百万円となりました。

不動産事業では、新規テナント誘致による不動産賃貸料の増収の一方、工事受注の減少により、営業収益は前年

同期比63百万円減（4.4％減）の1,378百万円、セグメント利益は前年同期比18百万円減（4.0％減）の446百万円と

なりました。

 

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

 当第１四半期連結会計期間末の総資産は、投資有価証券の時価評価が減少したことにより、前連結会計年度末に

比べ7,213百万円減の107,353百万円となりました。

 負債については、投資有価証券の時価評価減少に伴う繰延税金負債の減少により、前連結会計年度末に比べ

2,326百万円減の46,842百万円となりました。

 純資産については、その他有価証券評価差額金の減少により前連結会計年度末に比べ4,886百万円減の60,510百

万円となりました。以上の結果により自己資本比率は、前連結会計年度末に比べ0.7ポイント減の56.1％となりま

した。

②キャッシュ・フローの状況

 当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比

べ20百万円減の3,528百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

 営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益や減価償却費の資金留保等により254百万円

の資金収入となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

 投資活動によるキャッシュ・フローは、固定資産の取得により1,112百万円の資金支出となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

 財務活動によるキャッシュ・フローは、主に借入金の増加により850百万円の資金収入となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 当第１四半期連結累計期間の当社グループ業績は、概ね計画通り推移しております。従って、連結業績予想につ

いては、平成27年５月８日発表の第２四半期連結累計期間及び通期業績予想を変更しておりません。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

前連結会計年度に営業許可を取得した安田物流（上海）有限公司は、当第１四半期連結会計期間において資本

の払込が完了したため、当第１四半期連結会計期間より連結の範囲に含めております。

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

   （企業結合に関する会計基準等の適用）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。)、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」

という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等

会計基準」という。）等を当第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当

社の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用と

して計上する方法に変更しております。また、当第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合につい

ては、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四

半期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持

分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結

累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

当第１四半期連結累計期間の四半期連結キャッシュ・フロー計算書においては、連結範囲の変動を伴わない子

会社株式の取得又は売却に係るキャッシュ・フローについては、「財務活動によるキャッシュ・フロー」の区分

に記載し、連結範囲の変動を伴う子会社株式の取得関連費用もしくは連結範囲の変動を伴わない子会社株式の取

得又は売却に関連して生じた費用に係るキャッシュ・フローは、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の区分

に記載しております。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事

業分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、当第１四半期連結会計期間の期首時点

から将来にわたって適用しております。

これによる損益に与える影響はありません。

 

３．継続企業の前提に関する重要事象等

 該当事項はありません。
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４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成27年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 3,613 3,593 

受取手形及び営業未収金 5,368 4,920 

繰延税金資産 282 175 

その他 342 548 

貸倒引当金 △3 △2 

流動資産合計 9,604 9,234 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 29,594 29,401 

機械装置及び運搬具（純額） 674 665 

工具、器具及び備品（純額） 492 490 

土地 21,163 21,163 

建設仮勘定 6 8 

有形固定資産合計 51,932 51,730 

無形固定資産    

借地権 1,016 1,016 

その他 641 1,338 

無形固定資産合計 1,657 2,354 

投資その他の資産    

投資有価証券 49,720 42,383 

繰延税金資産 500 502 

その他 1,183 1,182 

貸倒引当金 △32 △35 

投資その他の資産合計 51,371 44,034 

固定資産合計 104,961 98,118 

資産合計 114,566 107,353 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成27年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

営業未払金 2,491 2,327 

短期借入金 4,462 5,320 

1年内返済予定の長期借入金 5,064 5,099 

未払法人税等 480 78 

未払費用 888 637 

その他 1,437 1,302 

流動負債合計 14,824 14,765 

固定負債    

長期借入金 13,269 13,437 

繰延税金負債 15,223 12,850 

退職給付に係る負債 1,759 1,750 

長期預り敷金保証金 3,702 3,658 

その他 390 379 

固定負債合計 34,345 32,077 

負債合計 49,169 46,842 

純資産の部    

株主資本    

資本金 3,602 3,602 

資本剰余金 2,790 2,790 

利益剰余金 26,982 27,063 

自己株式 △5 △5 

株主資本合計 33,368 33,450 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 31,474 26,512 

為替換算調整勘定 42 31 

退職給付に係る調整累計額 276 278 

その他の包括利益累計額合計 31,794 26,821 

非支配株主持分 233 238 

純資産合計 65,396 60,510 

負債純資産合計 114,566 107,353 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年６月30日) 

営業収益    

保管料 1,487 1,410 

倉庫作業料 1,554 1,875 

陸運料 2,208 2,728 

国際貨物取扱料 1,392 1,541 

物流賃貸料 421 425 

不動産賃貸料 978 984 

その他 816 701 

営業収益 8,859 9,666 

営業原価    

作業費 3,751 4,428 

人件費 1,487 1,621 

賃借料 457 488 

租税公課 217 215 

減価償却費 525 517 

その他 1,314 1,292 

営業原価 7,753 8,565 

営業総利益 1,105 1,101 

販売費及び一般管理費    

報酬及び給料手当 305 312 

福利厚生費 46 51 

退職給付費用 14 12 

減価償却費 17 25 

支払手数料 87 96 

租税公課 14 20 

その他 136 150 

販売費及び一般管理費合計 621 669 

営業利益 484 432 

営業外収益    

受取利息 0 1 

受取配当金 91 86 

雑収入 6 8 

営業外収益合計 97 96 

営業外費用    

支払利息 69 60 

雑支出 6 2 

営業外費用合計 75 62 

経常利益 506 465 

特別利益    

投資有価証券売却益 35 - 

固定資産売却益 0 3 

特別利益合計 35 3 

特別損失    

固定資産廃棄損 6 8 

特別損失合計 6 8 

税金等調整前四半期純利益 536 461 

法人税、住民税及び事業税 87 56 

法人税等調整額 103 105 

法人税等合計 191 161 

四半期純利益 344 299 

非支配株主に帰属する四半期純利益 2 5 

親会社株主に帰属する四半期純利益 341 294 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年６月30日) 

四半期純利益 344 299 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △956 △4,962 

為替換算調整勘定 △10 △11 

退職給付に係る調整額 7 1 

その他の包括利益合計 △959 △4,972 

四半期包括利益 △614 △4,672 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △614 △4,678 

非支配株主に係る四半期包括利益 0 5 

 

- 7 -

安田倉庫株式会社 (9324) 平成28年３月期 第１四半期決算短信



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 536 461 

減価償却費 542 542 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △0 2 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △17 △6 

受取利息及び受取配当金 △91 △87 

支払利息 69 60 

固定資産廃棄損 6 8 

投資有価証券売却損益（△は益） △35 - 

売上債権の増減額（△は増加） △47 446 

仕入債務の増減額（△は減少） △117 △162 

預り敷金及び保証金の増減額（△は減少） 13 △43 

その他 41 △544 

小計 900 676 

利息及び配当金の受取額 74 91 

利息の支払額 △68 △61 

法人税等の支払額 △401 △451 

営業活動によるキャッシュ・フロー 504 254 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △299 △353 

無形固定資産の取得による支出 △38 △750 

投資有価証券の取得による支出 △0 △0 

その他 △12 △7 

投資活動によるキャッシュ・フロー △350 △1,112 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入れによる収入 1,080 1,400 

短期借入金の返済による支出 △459 △542 

長期借入れによる収入 600 1,500 

長期借入金の返済による支出 △1,477 △1,297 

配当金の支払額 △208 △208 

その他 △1 △1 

財務活動によるキャッシュ・フロー △467 850 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △4 △12 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △317 △20 

現金及び現金同等物の期首残高 3,634 3,549 

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,317 3,528 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日） 

報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

（注）２ 
  物流事業 不動産事業 計 

営業収益          

外部顧客への営業収益 7,526 1,332 8,859 － 8,859 

セグメント間の内部 

営業収益又は振替高 
3 109 112 △112 － 

計 7,529 1,442 8,972 △112 8,859 

セグメント利益 464 465 929 △445 484 

（注）１．セグメント利益の調整額△445百万円には、セグメント間取引消去△15百万円、各報告セグメン

    トに配分していない全社費用△429百万円が含まれております。全社費用は、親会社の総務部門

    等、管理部門に係る費用であります。

   ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日） 

報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

（注）２ 
  物流事業 不動産事業 計 

営業収益          

外部顧客への営業収益 8,397 1,269 9,666 － 9,666 

セグメント間の内部 

営業収益又は振替高 
2 109 112 △112 － 

計 8,400 1,378 9,778 △112 9,666 

セグメント利益 433 446 879 △447 432 

（注）１．セグメント利益の調整額△447百万円には、セグメント間取引消去△7百万円、各報告セグメン

    トに配分していない全社費用△440百万円が含まれております。全社費用は、親会社の総務部門

    等、管理部門に係る費用であります。

   ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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